
7.補完調査

井出充彦

1994年度の琵琶湖および河川の水生生物の生息状況調査で聞き取り調査を含め、生患の

確認され怠かつだ魚種および甲殻類は、すで|こ滋賀県下では絶滅したと考えられるアオウ

オ、ニッポンパラタナゴ、アユモドキを除くと、ヤマメ、力フヒガイ、カフパタモロコ、

タンカイザリガ二の4種である。これらのうち、ヤマメとタン力イザリガ二|こついては滋賀

県下では生息地方限られていることが分かっているが、 1994年度調査では当初から調査対

象外としてい定。力フヒガイ、カフパタモロコは文献で生息するとされているものである。

これら4種を対象とし定確認調査を1995年度|之行つを。

(1)ヤマメ

滋賀県下の河川はそのほとんどが琵琶湖淀川水系I~あだり太平洋側(大阪湾)へ流れ出る

ため、上流域|之生息するサケ科魚類はイフナおよびアマゴである。ところが、小浜湾ヘ流

れ込む北J11の最上流部の支流I~あ走る天増J11、寒風JII(舎津町)は滋賀県下では唯一日本海

ヘ流れ込む水系!こ含まれる。従来からこれらの河川|こはヤマメガ生息するといわれている

が1)、近年I~おいて詳細!こ調査され左記録は怠い。そこで天増川および寒風川!こおいて生息

確認調査を行つだ。

1)調査地点、の概要

調査開始前!こ天増川漁業協同組合組合員

から聞き取りを行つをところ、ヤマメはご

く上流部|このみ生息しているとのことで

あつだ。そのだめ、天増川は上流端から寒

風川合流点、までの流程中、中間点よりも上

流の2地点を調査地点としを(調査開始11贋Z

St. 1、St.2とする)。一方、寒風J1は広範

福井県

今津町

3km 

5t.3 

囲を調査できるよう、天増川合流点から 図1 天増川、寒風川!こおける調査地点.

上流約3km地点、より上流端までの3地点を

調査地点としだ(それぞれ調査開始JI慎 I~St. 3、St.4、St.5とする)0St. 5~は支流の下流部

も含まれる。天増川は勾配ガ急で淘川形態上、早瀬とその落ち込み|こよってでき走路較的

深い淵ガ1蛇行区間|こいくつも連続する上流型|之含まれるが、寒風川は若干勾配ガ緩<、早

瀬と浅い淵で構成された中流型|之近い形態を示すところが多かった。ま芝、寒風川は上流

端から下流約3kmまで!こ今津町椋川の集落部、田園地帯を流れている(図1)。
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2)調査万法と期間

両河川とも1995年6月7日E工レクトリック・シヨツカーのみで行つを。調査時間は工レ

クトリック・シヨツ力ーを作動さぜ定正昧の時間では怠<、魚類を取り込むの!こ要し定時

間や川の中を探索し怠がら移動する時間を含む調査巴要しだ全体の時間で、天増川St.1、

St.2とも~25分、寒風川St.3が5分、 St.4ガ30分St.5ガ20分であつを。

3)調査結果

天増川

St. 1、St.2合わせてサケ科魚類ガ計18尾採捕されをか、 8尾ガイフナで9尾ガヤマメで

あった。残るSt.2で採捕され定1尾ガヤマメ・アマゴ型であるが側線付近のみ|之薄い朱点ガ

認められるものであった。この淘川は天増川漁業協同組合巴よってアマゴの放流が行われ

ており、ヤマメとアマゴの変雑ガ起こっている可能性が高い。採捕種、個体数の詳細は、

St. 11ctヤマメ4尾、イフナ7尾、タ力ハヤ1尾、力ジ力2尾、 St.2lctヤマメ6尾と朱点、が側線付

近のみの個体1尾、イフナ1尾、タ力ハヤ2尾、ウグイ1尾、アカザ1尾、オオヨシノポリ(黒

色大型ヨシノポリ)1尾、力ジカ9尾であっ定。なお、水温はSt.1は13.0CC、St.2は14.4CCで

あっ定。

寒風川

St.3lc主流れの幅が2m以下で水量もわずかであっ定。ここではタ力ハヤおよびカジカがそ

れぞれ2尾採捕され左のみであっ定。水温は13.3CCであっ定。 St.4はアマゴガ4尾、ヤマメ

ガ9尾採捕された。それ以外巴、ヤマメ・アマゴ型であるが朱点ガ薄<側線付近のみ|之ある

個体が1尾採捕されを。この淘川も三谷漁業協同組合巴よってアマゴガ放流されている。そ

の他同時E採捕され定魚類はカフムツ1尾、ウグイ4尾、タ力ハヤ20尾、オオヨシノポリ3

尾、力ジ力4尾であつだ。なお、水温は22.9CCであった。

St.5は支流の合流点付近の本流から支流の下流部|之かけてであるが、ここでは本流でヤ

マメガ1尾、ヤマメ・アマゴ型であるが側線付近のみ|之ごく薄い朱点のある個体ガ1尾、支

流でO年魚と思われる小型の7尾を含むヤマメガ10尾採捕され定。その他同時巴採捕されだ

魚種はアユ1尾、ウグイ5尾、カジ力1尾であった。なお、水温は本流で16.8CC、支流で15.0

℃であっ定。

本調査で、天増川、寒風川の両河川でヤマメの生患が確認されをか、同時巴アマゴガ採

捕されており、ま芝、両種の中間的怠形質(朱点が側線付近のみ)を捧つ個体が採捕され、

両種の受雑が起こっている可能性が示唆された。

(2)力フパタモロコ

かつては琵琶湖巴も生息していたとのことであるが近年巴おいて採捕記録は怠い。淘川

では野洲JII~生息していをとの記録があるが2)、 1994年度の河川中下流の調査では確認され
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なかっ定。この種は浅い池沼、定め池、小川C生息するということであるのでへため池や

小川を調査対象として生息確認を行つを。

1)調査地点の概要

かつて生息の確認され芝野洲JIBこできる芝け近い小沼川およびをめ池を調査対象とし定。

小河川は水田の用水路を含む 5河川10地点、ため池は13箇所である。

2)調査方法と期間

方法は河川や細い用水路ではタモ、やや広い河川では工レクトリック・シヨツ力ーを使用

し、だめ池は工レクトリック・シヨツカーとタモを使用した1地点を除き、全てピツづけと

タモである。期間は1995年4月24日、 4月25日および5月2日の3日間である。

3)調査結果

今回調査しだ地点のうち、淘川では採捕されず、 2ケ所の定め池で採捕された。これらの

だめ池lo20X30m程度の大きさで隣り合わせで存在しており、用水路で連結されていだ。上

流側の池lo4個のピンづけ、下流側の池はタモのみで採捕しを。採捕尾数は上流側の池が

465尾、下流側の池が5尾であつを。このうち測定用、生態観察用巴措ち帰つだものを除<

250尾はそのまま放流しを。同時|こ採捕され定魚種は上流側の池でタモロコ、メダカガ2尾

ずつ、下流側の池から流れ出る用水路でドジョっか3尾であっ定。その他上流側の池では体

長約40cmのコイを2尾目視しを。

これら2つのだめ池はヨシなどの抽水植物がまばらではあるが岸際!こ生えており、小型魚

類怠どの主な生息場所や隠れ場所を提供しているものと思われを。これらは山の中腹!こ位

置し、上流側!こ水田万1つあるのみで、農業排水の影響は少怠いものと思われだ。ま芝、ブ

ルーギルやオオクチパスなどの外来種がいないと思われること〈採捕・目視なし)、競合する

魚種ガ少怠いことなどが、生息場所を狭めてきているといわれている今日|こおいてもこの

地区残されている一因と考えることができる。調査し左他の淘川、定め池で採捕されな

かっ左のは元来生息していなかつをものか、生息していたものが絶滅したものか、生息し

ているがこの調査では採捕され怠かっ左ものか怠ど不明な点ガ多い。いずれ!こせよ、容易

巴は採捕されず、琵琶湖では全<見られなくなる怠ど現実巴生息場所を狭めてきており、

生息場所の保全ガ必要であると思われる。

(3)力フヒガイ

文献|之よると琵琶湖流入河JII~も分布するとされているがへ 1994年度の調査では確認で

き怠かった。そこで1995年度は、 1994年度巴調査した主要苅川以外|之中小沼川の中流を中

心として確認調査を行つを。

-130一



1)調査地点の概要

調査淘川は琵琶湖北湖!こ注ぐ中小河川で、知内川、知内川支流八王手川、大浦川、大浦

川支流八田部川、余呉川、天野川、日野川、真野川、和、遭川、鴨川、鴨川付近の農業用水

路である。どの河川も中流を中心I~調査し定が、大浦川のよう|之上中下流全域巴わ走って

調査した酒川もある。

2)調査方法と期間

大浦川はピンづけと工レクトリック・シヨツ力ーを併用し、他の河川は工レクトリッ

ク・シヨツ力ーのみの使用である。調査期間は1995年4月27日から9月5日の内の6日間で、

各河川11日ずつである。

3)調査結果

大浦川でのピンづけではほとんど魚類万採捕されなかっ左ので、工レクトリック・シヨツ

力-k:よる各河川ごとの採捕尾数を表11~示す。この表ガ示すようZ、ヒガイ類が採捕され

だのは八田部川中流、余呉川中流、天野川下流であるが、尾柄高頭長上じなどからピフヒガ

イと同定されるものでありへ今回の謂査でも力フヒガイは確認できなかっ定。

(3)タッ力イザリガ二

タン力イザリガ二は北アメリ力原産のザリガ二である。 1926年巴県下3ケ所の湖沼|こ放流

され左ガヘ今津町の石田川上流|之ある処女湖とその上流の湿地帯のみ巴定着したものであ

る7)。

1)調査地点の概要

処女湖は別名淡海湖とよび、 1924年石田川最上流巴造られ定面積約120，000rTf、最大水深

約20mの人造湖である。上流側源流部|之は湿地帯ガ寄在する。

2)調査万法

1995年6月23日巴かご網、ピンづけ、タモI~ょった。かご網およびピンづけの設置地点は

上流側の湿地帯から流れ込む細水路1地点、南の箱舘山から中央南岸ヘ流れ込む幅1mほどの

沢1地点、湖岸3地点の計5地点で、設置時間let2時間15分から4時間40分である。設置個数は

かご網は計4個、ピンづけは計6個である。ピンづけは湖岸巴、かご網は沖側のやや深い場

所(水深1""2m) 1，こ設置し定。水路と沢はピンづけのみで、水路は2個、沢は1個である。かご

網とピンづけI~使用しを餌はウナギ採集用の練り餌E各種の配合餌料を混合し左もので-あ

る。
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3)調査結果

中央北側の湖岸で、ピンづけ1尾、タモ2尾、細水路でピンづけ2尾の計5尾ガ採捕され、

タン力イザリガ二の生患が確認され走。水温は湖岸で18.8CC(3地点の平均)、細水路で

12.8t、中央南岸|之注ぐ沢で13.0tであっ定。タモで採捕されたのは山の斜面の延長上の

急深のごく湖岸で、落ち葉や石の裏!こ潜んでいだ4"""5匹のうちの2尾である。そのほか細水

路でピンづけで採れたこと、沖側の水深が1，....，2mのところ|之設置したかご網では採捕され怠

かったことから、この時期は水路やごく浅い場所を婿むようであるが、詳しい分布、資源

量などは不明である。なお、同時!こ採捕されを他の水生生物la、中央南側の湖岸でセル

ピンでフナ類が2尾、ホンモロコガ10尾、かご網でフナ類が1尾であった。
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亙直山
中斑 下斑

調査年月日 95/05/26 95/05/26 
水温C'C) 16.0 17.0 
掴査時間Cmin.) 10 25 

一一惚捌魚種Lー一一一昨スナヤツメ 1 1 -山開咽 四 3 園町 1-E--7・…… 一ー一酔 圃 ・2 1 

ウナギ 1 
アユ 5 33 14 
イワナ 1 
ニジマス 1 苓手議極貧… 『園田一 五 一一1一一一一回剛一一一ーー.........叩申回目司一 一…一一一…一一『 園町個圃ー -一回一“一一一一一一一一一了一一一一一一一一ーす一一一一一一

カワムツ 23 47 17 4 45 5 1 4 55 58 46 17 
オイカワ 22 2 12 7 18 22 2 35 6 
7~ラハヤ 1 5 30 25 42 11 31 4 

.~..t!..t~:r_..._.・・・........._ …田町田 .圃一一-一一一… t?ー圃告モロコ ...-._....._.._.............. 一一 7 1 4 

ホンモロコ 9 
ムギツク
モツゴ 4 

旦!孜ガイ一一一一一…一一・一一一一一副町 一一'曙』副ー…自 国回一一一一 一一13一一一 ι一一一一一一一一圃一一一ー ._.1一一回目ー 一一一一一一一一一一一一一一一一-ーー
カマツカ 1 5 9 6 
ぜぜラ 1 
イトモロコ 18 
ニゴイ 2 

ヨゴ一一一一一 一一…… 一回一一一一.........・-一一一一一 一一一一一…圃目一一……M町一一………目阻町一…町….刷叩目H目
二ゴロ7ナ 1 
ゲンゴロウブナ 1 
ギンヲナ 1 1 1 28 
フナ額稚魚 7 

主盟安土主ー一一一一回一一一一一一ー・ー『一一町一一一一山一一同一山圃 ー ..._....~.一一一一..t...一一一一一一一一一一…一一一ーム一一一一一一一一一一一一一一一一一一
7~ラポテ 3 17 
タイリクパラタナゴ 1 
ドジョウ 1 1 2 
スジシマドジョウ 5 1 

~:玄J:.~ョヨ一・・園町田川一一-一一一一一一一-ー- 一一・回目白 _.......一一一 一一..._........_?.......-圃 ー..J....・一一一一._L 一明・..._.~._.__...........-一…一一._...~.._一一一一一一-一-一一._.1___._.一一一一一一一一ーよ司
アカザ e 
ナマズ 1 1 2 1 
ブルーギル 2 
ドンコ 1 1 2 1 2 10 2 

ヨ立L相'L一一…一一 一一一一一一一一一一一咽一一一一一....1.9一一一一上一酔._....~一一一一一1一一....__._............一一一一.l一一_..._._..~一一 __._~L_.._._.~.一一一 J.L一一一_L一一一一一一
カワヨシノポリ 15 
ヌマテチブ 162  
ウキゴリ 3 2 
ウツセミカジカ 3 2 34 

主.T._ti墨田巳一一一-_...-・ m・-市帽・…ー一一...一一一一一一…ー…一一一一一一 一一一 一一一一一一-ι一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
スジエピ 6 2 1 
アメリカザリガニ 1 
種姐散計 6 7 2 1 12 2 13 15 8 13 

各河川の採集結果表1

8ft囲二主壷!L_I事JII てこ匝L 鴨川棚用水路
中施 中51 中斑 中斑

95/09/05 95/06/14 95/06/14 95/06/14 
26. 0 16. 5 18. 0 16. 0 
60 20 15 10 

95/06/14 
16.3 
10 

塁壁血
中斑 支斑~合斑点 下涜

95/05/23 95/05/23 95/05/23 

15 45 25 

i盟盟此 2昼1!L
中DIf 申斑

95/05/26 95/04/27 
23.0 14.0 
20 10 

孟草山
よ斑 中斑 下涜

95/05/10 95/05/10 95/05/10 
16.6 18.0 16.4 
10 24 5 

i謹呈札
宣車-

95/05/26 
13.2 
15 

培』面

67 

3 

2 

8 

25 

19 
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